
高等部後期校内・職場実習報告

後期校内・職場実習にご協力
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高等部卒業後

オープンスクール

時間 生活

9:40～ 「働く」① 生きる

10:30～ 「働く」② 「働きたい

13:00～ 「暮らす」 豊かな

13:50～ 「楽しむ」 楽しむとは

※講座は各 40 分です。

ご不明な点は、いつでもお問い合わせください。
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活の充実について一緒に考えてみませんか

相談支援事業所 いずみの
相談支援専門員 様
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